
３１年度児童会の各委員長

◇計画委員長 岡本 悠生くん

◇集会委員長 菅原 多葵さん

◇健康委員長 奥山 幹太くん

◇放送委員長 竹田明香里さん

◇図書委員長 樋口 希咲さん

◇体育委員長 渋谷 望彩さん

◇ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員長 髙梨瑚太郎くん

２６日（火）、児童会伝統の引継会が行われ、６年生

から５年生にリーダーの襷が渡されました。緊張感のあ

る張り詰めた雰囲気の中で、６年生は児童会の伝統の

重さと寄せる期待を毅然とした態度で伝えると、５年生

も責任の重さとより素晴らしい児童会にしていく決意を

堂々と語ることができました。

リーダーとしてのあるべき姿を示してくれた５，６年生

に、下級生が心からの拍手を贈り、学校全体が新しい

目標に向かって新たな第一歩を刻み始めました。

校 長 齋 藤 芳 昭

「たくまの心」をつなぐ
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児童会では、ご家庭のご協力を得て「空き缶集

め」活動に取り組んでいます。今年度もたくさんのア

ルミ缶を回収することができできました。ありがとうご

ざいました。

ボランティア委員会では、この収益金で町内の特

別養護老人ホーム マイスカイ中山様に加湿器 1 台

を贈呈するを決め、早速 26 日（火）に、代表児童

（委員長 佐藤晃晴君 副委員長 工藤那ゝ子さん）

が贈呈式に臨みました。地道な活動が大きな感動

を運んでくれる素晴らしい体験となりました。



２／２２（金）学校評議員会を行いました。評議員

の皆様には、お忙しい中ご出席いただき誠にありがと

うございました。３０年度の経営総括、並びに３１年度

の計画ビジョンをを明らかにする上で、貴重なご意見

を多数いただきました。

・学力向上に関わって、算数科を中心として取り組むと

いう方向性は賛成である。理由や根拠を明らかにして

学び合う授業づくりに一層努力してほしい。

・家庭読書について、高学年になると徐々に取り組むこ

とが難しいという実態がある。読み聞かせの取り組みを

契機に、更に本好きな子どもになってほしい。

・2020年から新学習指導要領が導入され、児童は一段

と忙しい毎日となる。その中で学力を伸ばしていくには、

学校行事の見直しもやむを得ないし、子どもと向き合う

時間の確保が重要である。

・地域行事に子ども達が積極的に参加できる体制づく

りが必要である。学校やスポ少は、尚一層地域との話し

合いをしながら各種行事等を仕組んでほしい。

・荒砥小学校の校是「琢磨」には、互いに競争していい

ものを目指すという意味があり、切磋琢磨しながら上を

目指す気持ちを持たせることが大事である。この伝統

と校風を大事にしてもらいたい。

・子ども達の中にも、成人病が心配である.学校給食を

通して、カロリーや塩分量などが目に触れるようにする

ことが大切である。今後、表示や工夫をお願いしたい。

２／１５、橋本ゆり子様（十王２）より、子ども達の活

動に役立ててほしいという願いも寄せて、一針一針手

縫いで仕上げた台ふきをたくさんいただきました。廊下

床の乾拭き雑巾として、給食配膳の台ふきとして大切

に使わせていただきます。

心のこもった何よりのプレゼントをいただき感謝申し

上げます。ありがとうございました。

ご来校ありがとうございました

２月１３日の授業参観ならびに学年部会総会に引

き続き１９日にはＰＴＡ常任委員会を開催いたしまし

た。お忙しい中ご出席いただき誠にありがとうございま

した。

今年度は本校ＰＴＡが、町ＰＴＡ連合会の事務局校

となり、校内のＰＴＡ活動はもとより町ＰＴＡ研究集会の

企画運営にも積極的に取り組み、多くの成果を得るこ

とができました。竹田ＰＴＡ会長はじめ事務局の皆様、

専門部、学年部を支えていただきました全会員の皆

様に心より感謝申し上げます。

３／ ５(火) 学校後援会理事会・常任理事会

７(木） ６年生に感謝する会

１５(金） 修了式

１６(土） 白鷹中学校卒業証書授与式

１８(月） 荒砥小学校卒業証書授与式

２１(木） ●春分の日

愛真こども園卒園式

２３(土） よつばこども園卒園式

２５(月） ＰＴＡ・学校後援会監査

２７(水） お別れの式(登校日）

※３１年度本校入学式

平成３１年４月５日(金）

３月の予定

第３回学校評議員会 開催

４年生授業参観 ～２分の１成人式～


